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１ 電力需要検証について

￭ 夏季・冬季の需給見通しは、過去１０年間で最も猛暑・厳寒であった年度並み

の気象状況における電力需要を想定し、これに対して安定的に見込める供給力

の積み上げを行い、安定供給が可能かどうか検証したものです。

￭ 電力広域的運営推進機関が、広域的な視点に基づき、連系線の活用等を考慮し

て評価を行っています。

安定供給に最低限必要
な供給予備率3％が確保
されているかを確認

供給力
需 要 供給力 需 要

予備率ⅹ％

Ａエリア

予備率ⅹ％

Ｂエリア

連系線の空容量の範囲内で予備率が高いエリアから
低いエリアへ供給力を振替え(予備率の均平化)

安定的に
見込める
供給力を
積み上げ 過去10年の中で最も猛暑

・厳寒であった年度並み
の気象を前提とした需要
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２．2024年度冬季（今冬）の需要見通し

￭ 冬季の需給見通しは、需要を過去１０年間で最も厳寒であった年度並み

の気象条件での最大電力(厳寒Ｈ１需要)で評価することとなっています。

￭ １・２月の厳寒Ｈ１需要は、供給計画の１月値（平年ベースの最大３日平均

電力［平年Ｈ３］）を基に、過去１０年間で最も厳寒であった２０２２年度

並みの気象影響を織り込んだ結果、５６９万ｋＷと想定しました。

￭ また、１２月は５０５万ｋＷ、３月は５０６万ｋＷと想定しました。
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￭ 供給力見通しは、各電気事業者の供給計画等のデータを基本としています。

￭ 電力広域的運営推進機関は、広域的な視点に基づき、連系線の活用による
各エリアの予備率の均平化等を考慮して、需給見通しを評価します。

￭ 2024年度夏季の需給見通しから最大需要時と最小予備率時（太陽光の出力が減
少し予備率が最小となる時間帯)の２断面で評価を行っています。

￭ １０年に１度の厳しい寒さを想定した電力需要に対する供給予備率は、全ての
月で１０％以上と想定しており、電力の安定供給に最低限必要な予備率３％
以上を確保できる見通しです。

３ 今冬の需給見通し

最小予備率時（１９時） 最大需要時（１０時）

１２月 １月 ２月 ３月 １２月 １月 ２月 ３月

供給力(万kW) ５９６ ５６８ ５７８ ５３１ ５９３ ６１７ ６２５ ５６８

需 要(万kW) ４８１ ５０９ ５０９ ４６９ ４６９ ５５４ ５５３ ５０６

供給予備力(万kW) １１４ ５９ ６９ ６２ １２４ ６３ ７２ ６２

供給予備率(％) ２３．８１１．６１３．５１３．１２６．５ １１．３ １３．０１２．３
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※需要見通しは、Ｐ３の需要見通しを基に広域的な視点が考慮されたものとなっています
（詳細はＰ５の需要の不等時性を参照）
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＜参考＞電力需給バランス評価の考え方

￭ 電力広域的運営推進機関は、各エリアの需給バランスの算定結果を基に、

以下の要素を考慮して、全国および各エリアの需給バランス評価を行います。

○連系線活用の考慮

・沖縄を除く全国９エリアは地域間
連系線で結ばれており、連系線の
空容量の範囲内で各エリアの予備
率が均平化されるように供給力の
移動(連系線を通じた送受電)を考慮。

○最大需要発生の不等時性

・連系線活用考慮時に、連系線の空容量の範囲内で予備
率が均平化されたエリアは一つのブロックとして評価
(今冬は、１２月が北海道・東北・東京の３エリア、１・２
月が四国・沖縄を除く８エリアを一つのブロックで評価）

・複数エリアを一つのブロックで評価する場合、ブロッ
クの最大需要(以下の例では６日の各エリアの需要の合計)
は、各エリアの最大需要の合計より小さくなることか
ら、両者の比を考慮するもの。

11 126 7 8 9 101 2 3 4 5

最大

単純
合計

エリア最大

Ａエリア

Ｂエリア

Ｃエリア

Ａ～Ｃエリア
合計

最大

最大

○計画外停止の考慮

・供給力の一部が計画外停止等によ
り、実際の運用断面で供給力に見
込めない可能性を考慮
（計画外停止率による控除を実施）



￭ 全国の需給は、１０年に１度の厳しい寒さを想定した電力需要に対する最小予備
率は、全エリアで１０％以上を確保できる見通しとなっています。

＜参考＞全国の需給見通し

6出所：第82回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会資料 [2024年10月29日開催] 資料４）



＜参考＞今冬の電力需給対策
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￭ 今冬の電力需給の安定化に万全を期す観点から、各種供給力・需要対策を実施
することとなりました。

出所：第82回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会資料 [2024年10月29日開催] 資料４）



４．まとめ

￭ 北海道エリアの今冬の需給見通しは、全ての月で１０％以上と想定しており、
電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％以上を確保できる見通しです。

￭ 当社は、国・電力広域的運営推進機関や各エリアの一般送配電事業者と連携し
て今冬の電力の安定供給に向けた取り組みに努めるとともに、引き続き適切な
設備保全や電力需給状況の情報発信等に取り組んでまいります。

8


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

